
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

  
 
 
○日  時：令和 2年 11月 15日（日）9:00～12:00 

○集合場所：屋久島町営農支援センター(麦生 ぽんたん館裏) 

○活動場所：原地区・小島地区 

○対  象：小学生以上(小学 4年生以下は，保護 

○参 加 料：1名 200円 

○定    員：15名程度(先着順) 

○申込方法：①氏名 ②住所 ③年齢 ④電話番号を明示し、電話、ＦＡＸ、メールのいずれかで 10月 29日（木）

までに, 下記の問合せ先までお申し込みください。 

○参加申込・問合わせ先：環境省屋久島自然保護官事務所 

ＴＥＬ：0997-46-2992 ＦＡＸ：0997-46-2977  

E-mail: RO-YAKUSHIMA@env.go.jp 

 

 

【5月・6月の休館日】 

〇村センター 5/9（月）・5/16（月）・5/23（月）・5/30（月）・6/6（月）・6/13（月）・6/20（月）・6/27（月） 

〇研修センター5/9（月）・5/16（月）・5/23（月）・5/30（月）・6/6（月）・6/13（月）・6/20（月）・6/27（月） 

第２６３号 令和４年(2022年) ５月  

 発行 公益財団法人屋久島環境文化財団 電話 0997-42-2911 

70 歳以上の鹿児島県民の皆さんは観覧料が無料となります。 
 

 屋久島公認ガイド読本『屋久島学』と『屋久島歴史ガイド』販売中！  

 

※村ｾﾝﾀｰ、研修ｾﾝﾀｰ、HPで購入

できます。 

 

屋久島博物館３館連動企画小杉谷閉山 50 周年記念  

「小杉谷・石塚写真展」 

 大正 14年から昭和 45年までの約半世紀にわたって

栄え、閉山から 50周年を迎えた小杉谷・石塚集落。     

かつての賑わいが聞こえてくる貴重な写真を展示して

います。この機会にぜひお越しください。 

 

 令和４年度人材養成事業  

・・・。皆さんのご参加をお待ちしています。 
○日  時：令和 2 年 11月 15 日（日）9:00～12:00 

○集合場所：屋久島町営農支援センター(麦生 ぽん

たん館裏) 

○活動場所：原地区・小島地区 

○対  象：小学生以上(小学 4年生以下は， 

   員：15名程度(先着順) 

○申込方法：①氏名 ②住所 ③年齢 ④電話番号を明

示し、電話、ＦＡＸ、メールのいずれか

で 10月 29日（木）までに, 下記の問合

せ先までお申し込みください。 

○参加申込・問合わせ先：環境省屋久島自然保護官事

務所 

ＴＥＬ：0997-46-2992 ＦＡＸ：0997-

46-2977  

E-mail: RO-YAKUSHIMA@env.go.jp 

 

 

野外活動指導者養成セミナーin 屋久島 

 

 
自然の中で人とかかわるすべての方に向けたセミ

ナーを開催します。４日間のセミナーに参加するこ
とで、NEALリーダー、キャンプインストラクターの
資格を効率よく取得できる構成となっています。１
つのセミナーで２つの資格を取得してみませんか？ 

開催日：令和４年６月９日（木）～12日（日） 

参加費：２４，０００円（宿泊・食費・保険料等） 

※受講料の他に別途テキスト代と資格登録料がかかります。 

詳しくは当財団 HP をご覧ください。 

定 員：先着 15名  ※締切：６月１日（水） 

【お問い合わせ・申込先】 

屋久島環境文化研修センター 

TEL 0997-46-2900（担当：福元）           

※新型コロナウイルス感染症予防・拡大防止のため、利用の際は、マスク着用等の 

取組にご協力くださるようお願いいたします。 

 

 

小・中・高校生（18歳以下）の鹿児島県民の皆さんは土・日・祝日の観覧料が無
料となります。 

 

 
ご利用の際は、年齢と住所を確認できる書類をご提示ください。 

 

令和３年 12月 

屋久島環境文化財団発行 

B6版／121ページ 

屋久島の歴史や史跡をまとめた 

ガイドブックです。 

期 間：令和４年５月 22日（日）まで 

場 所：屋久島環境文化村センター交流ホール 

時 間：9:00～17:00 

入場料：無料 

※マスクの着用、入館時の手指消毒等感染症対策にご協力

ください。 

 

 

屋久島環境文化村センターと屋

久島環境文化研修センターで、屋

久島公認ガイド読本「屋久島学」の

販売を再開しました。 

 

販売価格８８０円(税込み) 販売価格 ３，３００円（税込み） 

※購入を希望される方は、お電話 

でお問い合わせください。 
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 財団活動報告  

まるごと研修講座 里編 4/16 開催分 

 
 インストラクターだより  

     

 

みなさんが普段の生活で話をする際、鹿児島弁や屋久島弁を意識したことはありますか。方言と呼ばれて

いるこれら言語は、地域によって様々です。 

 屋久島では普段から使う「あまめ」という言葉が、九州地方の方言なのはご存じですか。漢字では「雨

め」と書き、元をたどると海辺にいるフナムシを「あまめ」と呼んでいたのが始まりのようです。その動く

速さや見た目からゴキブリを「あまめ」と呼び、フナムシを「ウミあまめ」と呼ぶようになったと考えられ

ています。また、昨今では最も身近で見られるサツマゴキブリを指す言葉と 

なっており、他のゴキブリと区別をしています。鹿児島本土では、“こぶし” 

をきかせて「あんまんめ」と発音するようです。 

 ゴキブリは民家にも出て嫌われることもありますが、オオゴキブリという 

森林性の昆虫は、地域によって絶滅危惧種に指定されています。民家に出る 

ゴキブリの仲間はほんの一部にすぎず、ほとんどのゴキブリは、森に住み枯 

葉等を食べて、森の循環を助けてくれています。 

※「あまめ」の語源については諸説あり、その中でも有力なものを紹介しました。 

 

豊穣の秋、というと野山の実りが注目されがちですが、海辺にも実りの季節は訪れています。 

この時期、浜辺の波の届かないような場所いっぱいに這うように枝を広げ、青紫色の花とともにまるい果実

をたくさんつけているのは「ハマゴウ」という植物。 

びっしりと浜辺を覆う様子に雑草扱いされることもありますが、このハマゴウ、何を隠そうバジルやミント、

セージやローズマリーなどのハーブと同じシソの仲間。葉、茎、果実に強い香りがあり、特に果実を乾燥させ

たものは生薬の「蔓荊子（まんけいし）」として、解熱や消炎、滋養強壮に効果があるとされます。生薬として

だけでなく料理にも使うことができ、香りが苦手でなければ肉料理などの香りづけに使うのもおいしいです。 

身近にみられる、ともすれば雑草とされがちな植物でも意外な背景を持っています。暑さも和らぎ過ごしや

すい今だからこそ、身近に隠れている意外な発見を探しに、野山に出かけてみるのはいかがでしょうか。 

 

※野外に自生している植物は、有毒なものも数多くあります。食用・薬用とする場合、信頼できる資料をもと

に確認する、見識のある方の確認をとるなど最大限の注意を払うようにしましょう。 

 

インストラクター 渡邉 卓実（たっくん） 
   “あまめ” 

 令和４年度屋久島環境文化財団新任職員紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 森に住むオオゴキブリ 

研修課主査

この度の人事異動により、姶良

市立蒲生小学校から参りました。

まずは、多くのフィールドに足を

運んで屋久島の自然を知り、前職

を生かして利用者の皆さんに屋

久島の魅力をお伝えできるよう、

また、研修センターを利用したい

と思っていただけるように努め

てまいりますので、よろしくお願

いいたします。 

この度の人事異動により、屋久

島町から研修で参りました。前職

では、人の中で人を知る仕事でし

たが、研修センターでは、山や海の

中で自然を知り、限られた時間の

中で、たくさんの人に屋久島の魅

力を届けられたらと思います。人

も自然も大好きなので、楽しく仕

事をしていきたいです。よろしく

お願いします。 
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美
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研修課専門員

川井
か わ い

 隆
りゅう

輔
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総務企画課主事

この度、人事異動により県庁から

参りました。屋久島には小学校１～

３年生まで住んでおり、今回 25年ぶ

り２回目の移住となりました。新鮮さ

と懐かしさの両方を感じながら、

日々生活しております。 

少しでも早く事務作業に順応し、

屋外での業務や地域行事にも積極

的に挑戦できればと考えておりま

す。これからどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

事業課主事

岩川
いわかわ

 武
たけ

尊
る

 

 

この度、人事異動により屋久島
町から屋久島環境文化財団で勤務
することとなりました。 
 幼い頃より屋久島で生活を送っ
てきましたが、屋久島について深
く知る機会があまりなかったの
で、業務を通じて多くのことを学
んでいきたいと思います。 
 当財団での経験を今後の業務や
生活に活かしていけるよう努力し
ていきますので、どうぞよろしく
お願いいたします。 

 

新しく屋久島に赴任された方々を対象に、バスで島を一周しながら屋久島

の見どころを巡りました。天気も良く、たくさんのヤクシカやヤクザルに会

うことができました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 
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